
徳
田
教
授
の
退
官
に
あ
た
っ
て

ろ
も
大
き
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

徳
田
教
之
教
授
は
、
こ
の
一
九
九
五
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
、
本
学
を
定
年
退
官
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
定
年
退
官
は
、

制
度
と
し
て
、

わ
れ
わ
れ
の
誰
に
も
平
等
に
訪
れ
る
別
離
の
時
で
は
あ
る
が
、

教
官
に
と
っ
て
は
、
誠
に
、
惜
別
の
情
、
抑
え
難
い
も
の
が
あ
る
。

徳
田
先
生
は
慶
応
義
塾
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
同
大
学
院
に
進
ま
れ
、
石
川
忠
雄
教
授
の
も
と
で
「
中
国
共
産
党
の
革
命
運
動
」
に

年
間
、

一
時
、
父
君
の
希
望
に
従
っ
て
実
務
に
つ
か
れ
た
が
、
再
び
同
大
学
院
法
学
研
究
科
に
戻
り
、
研
究
生
と

一
九
七
五
年
三
月
に
は
；
毛
沢
東
主
義
の
形
成
と
展
開
に
関
す
る
研
究
」
で
慶
応
義
塾
大
学
か
ら
法
学

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
（
調
査
研
究
部
）

に
勤
務
さ
れ
、
こ
の
間
、
国
立
台
湾
大
学
・
香
港
大
学
に
二
年
間
、

学
（
バ
ー
ク
レ
ー
）
に
二
年
間
、
研
究
の
た
め
の
留
学
を
さ
れ
て
い
る
。
先
生
が
中
国
語
・
英
語
に
堪
能
な
の
は
こ
の
遊
学
に
よ
る
と
こ

先
生
は
、
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
の
研
究
生
を
一
年
間
で
終
え
ら
れ

博
士
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

な
っ
て
さ
ら
に
研
鑽
を
積
ま
れ
、

つ
い
て
研
究
を
重
ね
ら
れ
た
。

徳
田
教
授
の
退
官
に
あ
た
っ
て
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